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２学期のスタートです 
                                                             校長  山口 謙 

 ４４日間の夏休みが終わり、いよいよ２学期のスタートとなります。子ども

たちはそれぞれに夏休みならではの体験を経て、皆少しずつ逞しくなっている

ようです。 

 流山市では今年も、８月６日の広島原爆記念日に平和大使として、公募で選

ばれた３０名の小学５・６年生を広島へ派遣しました。小山小からも４名の児

童が参加しました。現地で生の声を聞いたり、その場の厳粛な空気を感じたり

したことは、本当に貴重な体験だったことと思います。 

 今年は来年に2020東京オリンピック・パラリンピックを控え、テレビや新

聞で特集を見る機会が多くありました。また、恒例番組となっている某○○時間テレビを見て、取り上げられる

一つ一つのエピソードについ涙で画面が滲んでしまうこともありました。たくさん感動しましたが、あらためて

強く思ったことは、つくづく「挑戦が人間にとって生きがいなんだ」ということでした。スポーツは、ほぼ何か

への挑戦です。どこかに障害があれば、障害を前提とした競技規定を作り、新たな挑戦場所を作ろうとします。

その条件の中で参加者全員が平等となり、厳格な勝負に挑み、その過程で輝いたり傷ついたりし、勝敗に涙しま

す。「重いハンデで頑張っている」姿を見せたいのではなく、その条件で高い目標に挑むことが挑戦であり生きが

いなのだと気づきます。パラの走り幅跳び男子世界記録は８ｍ４８ｃｍ、一般男子の日本記録は８ｍ４０ｃｍだ

そうです。義足を活かして跳んでいるとは言え、驚異的な記録です。人間は身体の一部を失うことで残る部分を

フル活用して補うことがあり、通常の人が使っていない能力が表出することがあるそうです。人間の恐るべき可

能性を感じます。未来にはこれまで人間が使っていない能力で競い合う新種目ができる可能性があるかもしれま

せん。障害があることで隠れていた能力が目覚めるなら、通常と違うことはハンデではなく、もしかすると新た

なギフトを受け取るチャンスなのかもしれないと思い至りました。 

 保護者の皆様には、夏休み前半に運動会について、全部で１０５通のアンケート用紙の提出を頂き、ありがとう

ございました。アンケート用紙いっぱいに運動会種目への思いや修正案を書いて下さる方もいて、学校行事への関

心の高さをあらためて感じ、ありがたく思いました。頂いたご意見をとりまとめたものを学校ホームページに掲載

いたしましたので、ご多忙とは思いますが、是非多くの皆様にご覧頂きたいと思います。頂いた中には正反対のご

意見もあります。また、運動会への熱い思いが表れた意見もあれば、客観的・合理的な視点で方向性に目を向けた

意見や教育的効果を考えた意見もいただきました。アンケートにご協力いただいたことで大きな行事の一つである

運動会について、私たち学校職員は保護者の皆様の考えを紙上ではありますが、知ることができました。新学習指

導要領改訂の基本には、子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を育成すること、そして、子供たちに求

められる資質・能力とは何か、社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」の実現が求められています。

学校の教育課程を通じて、子供たちがどんな活動を行ない、何を学習するか、どんな経験をさせたいか、どんな力

を育てたいか、今回、保護者の皆様と少しですが摺り合わせできたと感じています。本年度の運動会は、できるだ

け実施種目数は減らさず、尚且つ、実施時間も一昨年度並でできるように、そして何より、子供たちが充実感を得

られるような運動会を作るため、職員一同、知恵を絞って取り組んでいこうと話し合いました。運動会の運営につ

いては、保護者の皆様にもより一層のご協力をお願いすることが出てくるかもしれません。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

８月７日（水）、文化会館で「ゴーヤの集い」が行われ

ました。流山ゴーヤカーテン普及促進協議会の事業の一環で、駒木台第１自治会、市内の小学校４校が参加

し、活動の発表を行いました。小山小学校からは、４年生の代表が参加し、春から栽培してきた様子と、グ

リーンカーテンの効用についての発表を行いました。発表後はゴーヤアイスをごちそうになりました。 

   

 

 

児童が２学期も快適に学校生活を送るために、職員が夏季

休暇中に校舎内の整備、美化の作業を行いました。アリー

ナへ移動する際、安全に歩行できるように誘導線を引いたり、プランターの整備や金魚の池の清掃を行ったりしま

した。また、運動会が近いため、児童席の目印付け、用具の整理や校庭のロープの点検等も行いました。 

   

 

☆お知らせ☆ 

・学年便りにも掲載しております通り、運動会練習の期間はこまめに水分補給を行うため、水筒を持たせ

てください。中身については、水・お茶以外として、スポーツドリンクも可です。（清涼飲料水の取り

過ぎは虫歯になりやすい状態になると言われています。保健便りもご参照ください）また、体操服を着

る機会が多くなりますので、洗濯が間に合わない等の場合は、白のＴシャツでも可とします。 

・今年度は、夏休み作品展を行いません。子供達が夏休みに頑張った成果については、教室で展示・授業

の中で発表を行い、子供達同士認め合う場を設けたいと思います。各種コンクールへの応募も行います。 

 

＜＜新設校 校名募集について＞＞ 令和元年９月９日（月）～１０月９日（水） 

  令和３年度に開校する新設小学校および４年度開校の新設中学校の校名候補案について、このたび流

山市がアンケートを実施するとのことです。児童は期間中に学校でアンケートに記入し、とりまとめて

応募いたします。保護者の皆様も応募することができますが、その際は流山市のホームページまたは広

報ながれやま９月号をご覧いただき、アンケート用紙の入手および提出場所のご確認をよろしくお願い

いたします。教育委員会発行の「学校施設だより」もご参照ください。 

  

夏季休暇中 職員作業 

ゴーヤの集いに参加 


